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　この表に見るように窪中州音講は従来の曲韻の書と異なり，反切の注記を有する。こ
の反切を見れば平声の小韻の反切には陰陽の区別が見られないことが分かる。つまり「陰」
の小韻の反切の反切下字と「陽」の小韻の反切下字との間に何ら差異を見いだすことはで
きない。たとえば「邦4」の反切は随忙切」，「虻14」の反切は「麻邦切」である。つま
り『中州音韻』においては平声の陰陽は区別されることなく，ここにいう平声は一種類で
あり，声母の清濁の対立が存在することが分かる。このことは去声のありさまについても
いうことができる。つまり卓本や周本にくらべて去声に増加小韻が多く見られるが，これ
はいわゆる全濁声母の小韻なのである。去声においても平声と詞じく声母の清濁の対立が
存在するのであり，このような音系は（表1）や（表5）などが表す音系にくらべて整合
的であるということができる。注目すべきは濁音声母の小韻は上声に存在しないというこ
とで，これは現在の呉方言の一般的な音系を示唆している。一方，呉方言でありながら入
声韻を持たないことは一見すれば奇妙なことなのだが，『中州音音鍵が車本や周本，あるい
はその系統の本にもとついて編纂されたのであるから，それは当然のことであった。この
ことについては佐々木1977を参照されたい。
　張竹梅氏は隠環林雅灘『詞林要韻』騨州音韻』は岡じ系統の性格が完全に岡じ曲韻の
韻書である。」というが，これが正鵠を得ていないことはすでに明白であろう。陳鐸の綱
林要縄も『慶林雅韻』にもとついて編纂された最後の北曲系の韻書であった。このこと
は佐々木1994において詳細に論じたのでその音韻表を改めてここに示すことは控えよう
と思う。このこの書も鞭林雅測と同じく，平声は陰陽に二分しないけれども実際は分
かれているのである。
張竹梅氏は「後記」で次のようにいう。
「研究の結果『慶林雅韻』は実は南曲のための韻書であるということが分かった。」
　これは明朝に行われていた曲は南曲であろうという先入観にとらわれての見解であろ
う。明代の宮廷あるいは王府においては実は北曲が行われていたのである。岩城1954に
いう。「これら二王（佐々木注，寧献王朱権と周憲王朱有緻）が劇作の方面で活躍していた
のは，大体宣徳（佐々木注，1426－1435）の頃であって，あたかも南戯の衰退の時期にあ
たっているのである。j「宮廷では生徳（1506－1521）の頃，なお専ら北曲が贋いられてい
たことが，胡侍（生徳一四年・1517・進士）の「真珠船」巻三「北曲」の項に見える。」ま
た岩城1964にいう。f：王が専ら北方系の雑劇のみを書いたのは，その頃，宮廷では北曲
を用いるのが普通であり，王府もこれに倣っていたものであろう。」
　朱権の搬林雅韻2は北曲のための韻書であった。また岡じ朱権によって編纂された
『太和正音譜』も雑劇の曲譜である。
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・ 注釈
（1）糖」は韻末の増加字であるとして，その「与唐字同」の注記に従って合併させている。
（2）ただ「場錫」は中吉音では次清音声母の去声字であり，「t‘ap」の去声となるものである。なぜこ
　　の小韻に収められているのか分からない。あるいは偏勢読みであろうか。
（3）侯精一1993。また福建の建賑方言の平声は陰率声一種類のみであり，陽平声は上声や陽去声に合
　　流している。
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